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ア
ジ
ア
の
医
史
跡
の
調
査
に
は
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
経
験
し
な

い
苦
労
と
困
難
が
伴
う
。
そ
れ
は
現
地
の
一
般
の
歴
史
学
と
医
史

学
の
研
究
水
準
が
高
く
な
い
こ
と
、
現
地
の
専
門
家
が
少
な
い
こ

と
、
現
地
の
専
門
家
と
意
志
疎
通
を
は
か
る
た
め
の
言
葉
に
問
題

が
あ
る
こ
と
、
史
料
は
お
る
か
我
々
が
読
解
可
能
な
文
献
す
ら
存

在
し
な
い
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
理
由
に
よ
る
。

現
在
の
タ
イ
東
北
（
イ
サ
ー
ン
）
地
方
、
ラ
オ
ス
南
部
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
は
、
一
○
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
の
ク
メ
ー
ル

系
の
石
造
遺
跡
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ

ー
ル
・
ワ
ッ
ト
が
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に

も
、
タ
イ
東
北
地
方
に
、
ピ
マ
ー
イ
、
パ
ノ
ム
・
ル
ン
、
カ
オ
プ

ラ
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ン
、
ラ
オ
ス
に
ワ
ッ
ト
・
プ
ー
と
い
っ
た
大
規
模

な
遺
跡
が
残
る
。
現
地
交
通
機
関
の
整
備
状
況
、
政
治
・
治
安
の

’
一
二
世
紀
末
の
ク
メ
ー
ル
文
化
圏
の

施
療
院

石
田
純

郎

現
状
か
ら
、
タ
イ
の
遺
跡
は
安
全
、
快
適
に
見
学
で
き
る
。

遺
跡
の
中
に
は
施
療
院
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
一

群
の
遺
跡
が
あ
る
。
一
二
世
紀
末
（
一
三
世
紀
初
め
説
も
あ
り
）

に
ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
七
世
が
ク
メ
ー
ル
王
国
全
土
に
一
○
二
の

施
療
院
を
建
て
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
・
セ
デ
ス
原
著
「
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
』
（
一
九
九
○
年
、
連
合
出

版
刊
）
に
は
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

「
い
わ
ゆ
る
地
方
病
院
は
軽
い
建
築
材
料
で
造
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
、
石
造
か
レ
ン
ガ
造
り
の
家
屋
に
病
人
を
収
容
さ
せ

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
か
っ
た
。
病
院
に
は
礼
拝
堂
（
演
者

註
”
チ
ャ
ペ
ル
の
訳
語
と
思
わ
れ
る
が
、
お
祈
り
堂
の
方
が
適
切

か
？
）
が
付
属
し
て
い
て
、
礼
拝
堂
は
石
造
で
あ
る
。
石
碑
の
発

見
の
お
か
げ
で
、
施
療
院
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
五
カ
所
ほ
ど

の
場
所
が
わ
か
っ
た
。
施
療
院
の
う
ち
八
カ
所
が
、
同
じ
広
さ
、

同
じ
構
図
、
共
通
し
た
特
徴
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
中
央
に
一
つ

の
塔
が
あ
り
、
砂
岩
造
り
に
せ
よ
、
紅
土
造
り
に
せ
よ
、
東
に
玄

関
ま
た
は
式
台
が
開
い
て
お
り
、
塔
の
南
東
に
は
西
向
き
に
な
っ

て
い
る
付
属
の
小
さ
な
建
物
が
あ
り
、
紅
土
造
り
の
囲
い
壁
に
塔

と
同
じ
材
料
で
造
ら
れ
た
十
字
形
の
出
入
口
門
が
設
け
ら
れ
、
一
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典
型
的
な
施
療
院
遺
跡
と
し
て
、
ロ
イ
エ
ト
の
ノ
ン
・
ク
遺

跡
、
パ
ノ
ム
・
ル
ン
下
の
ク
テ
ィ
・
ル
シ
遺
跡
、
ナ
ン
・
ロ
ー
ン

あ
ろ
う
が
、
壱

が
多
く
あ
る
。

般
に
区
画
の
外
に
（
矩
形
の
）
池
が
一
つ
あ
る
様
式
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
配
列
の
見
ら
れ
る
建
造
物
群
が
一
七
見
つ

か
っ
て
お
り
、
ど
れ
も
同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
碑
に
よ

れ
ば
諸
病
平
癒
の
仏
陀
に
加
護
祈
祷
を
し
て
、
施
療
所
を
設
置

し
、
バ
イ
シ
ャ
ジ
ャ
グ
ル
（
薬
師
）
、
ヴ
ァ
イ
デ
ュ
ー
ル
ヤ
プ
ラ

バ
ー
（
瑠
璃
光
如
来
、
す
な
わ
ち
薬
師
如
来
）
の
像
が
施
療
院
の
隣

の
御
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
施
療
院
の
職
員
は
、
二
名
の
医
師
と

医
療
助
手
男
子
一
名
と
女
子
二
名
、
薬
品
配
給
の
倉
庫
係
が
二

名
、
水
や
燃
料
に
つ
い
て
の
権
限
を
も
ち
同
時
に
寺
院
を
清
掃
す

る
炊
事
係
が
二
名
、
仏
陀
の
供
物
を
用
意
す
る
奉
仕
係
が
二
名
、

一
四
名
の
看
護
人
、
湯
を
沸
か
し
生
薬
を
砕
く
六
名
の
女
子
、
水

炊
き
女
が
二
名
で
、
住
み
込
み
の
職
員
の
総
数
は
三
二
名
、
他
に

自
費
で
住
み
込
ん
で
い
る
奉
仕
人
が
六
六
名
、
計
九
八
名
。
神
仏

に
与
え
ら
れ
る
米
は
一
日
一
二
リ
ッ
ト
ル
、
供
物
の
残
り
は
患
者

に
与
え
ら
れ
る
」
こ
の
記
載
は
石
碑
の
記
録
に
典
拠
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
現
に
施
療
院
の
遺
跡
を
見
る
と
、
理
解
し
が
た
い
点

南
の
パ
ー
・
カ
ム
遺
跡
の
三
つ
を
、
非
典
型
的
な
配
置
の
施
療
院

遺
跡
と
し
て
、
ピ
マ
ー
イ
門
前
遺
跡
を
紹
介
す
る
が
、
上
記
説
明

と
矛
盾
す
る
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
第
一
に
施
療
院
遺
跡
の
敷
地

面
積
と
屋
根
の
あ
る
石
造
建
造
物
の
建
坪
は
狭
小
で
、
仮
に
敷
地

内
に
現
在
は
消
滅
し
た
木
造
建
造
物
か
他
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

上
述
さ
れ
た
多
数
の
関
係
者
が
働
け
る
ほ
ど
の
広
さ
は
と
て
も
な

い
こ
と
、
宗
教
も
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
混
渚
し
た
も
の
で
、

お
祈
り
堂
の
中
央
に
シ
バ
神
の
化
身
の
リ
ン
ガ
（
男
根
）
と
ョ
－

二
（
子
宮
）
が
置
か
れ
て
お
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
比
重
が
大
き
い

こ
と
、
ま
た
個
々
の
建
造
物
の
機
能
も
薬
師
と
瑠
璃
光
如
来
が
鎮

座
し
た
御
堂
を
除
き
、
理
解
し
が
た
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
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）


